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Coupe de Japon 富士見パノラマ大会（CJ-1） 

  BRIDGESTONE ANCHOR CYCLING TEAM 斉藤 亮 

+++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

大会名：Coupe de Japon CJ-1 富士見パノラマ大会 

期日：2015年 10月 18日（日） 

会場：富士見パノラマスキー場 JCF公認コース 

天気/気温：曇/晴 21℃ 

競技種目：男子エリート 4.5 km x 6 Lap 

結果：5位 

Web：http://j.dynoco.jp/ 

++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

長いようで短く、短いようで長かった国内シリーズ戦（全 7 戦）もついにファイナルレース

を迎えた。決戦の舞台は走り慣れた富士見パノラマ XC コース。春夏秋とそれぞれの四季を存分

に感じられる富士見はこの時季が一番のお気に入り。朝晩の寒暖差はあるものの、日中の日差し

は若干暑く感じる程の気候。今回もレース 2 日

前に会場入りし、コース試走とタイヤ選択を繰

り返した。コースは基本的にドライコンディシ

ョンで走りやすいが、森林区間やコーナーの

所々がウェット路面の場所も数ヵ所あり油断す

ると落車に繋がりかねない。より速く、より正

確に。そんなイメージを持ってコース試走を繰

り返した。最終戦だからといって特別意識せず、

気負う事なく、いつも通りを心掛けた。 

男子エリートは定刻通り 14 時スタート。ラン

キング順によりコールアップされ最前列に並び

スタートを待つ。号砲一発、反応良く最初の一

踏みが決まり先頭でスタートを切ることが出来た。落ち着いた走りを心掛け、最初のシングルト

ラック下りを 3 番手で通過。パワーを掛けながら、そして冷静にバイクコントロールしながら

先頭に出てレースを展開していく。1 周目を 2 位で通過。本来であれば毎周回のラップタイムを

意識しながら走ることを心掛けていたが、今回は人と競い合う、勝負に徹するということを強く

意識した。前半の流れは悪くなかったものの、2 周目後半から気になっていた腰に痛みを感じ始

め一気にペースダウン。苦しさや辛さよりも痛みの方が上回る感覚・・・。徐々に順位が落ち始

め、10 位前後まで下がってしまう。悔しさで心が折れそうになるが、まだレースは終わってい

ない。チームスタッフ、サプライヤーさん、応援してくれるファンや仲間の声援。勝つだけが全

てじゃない。今自分に出来る最高の走りを表現しようと気持ちを切り替え、出来る範囲の中で追

い上げていった。違和感と痛さで苦しい状況は続いたが、最後までレースを諦めない姿勢を貫き
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たいと思った。坦々とそして無難にレースを走り続け、気付けば最終周回へ。少しずつ順位を上

げ、3～4 位争いの 2 人パックが前に見えた。追い付きそうで追い付かない僅かな差。ダンシン

グをすると腰と臀部に痛みを感じる・・・。最後は歯を食いしばり最大限の走りで前を追ったが、

追い付くことは出来ずに 5 位でフィニッシュとなった。 

スタッフの献身的なサポートと観客や仲間の声援がとても励みとなった。ゴール後は疲れ切っ

た感じはなく、痛みから解放された安堵感が大きかった。本心では最終戦で自分らしい走りを披

露して勝ちたかったが、現実は甘くなかった。“いつも通り”の難しさ・・・今シーズンは例年

になく、身体と気持ち、走りの内容がリンク出来ないまま終わってしまった。前向きに捉えれば、

こういった苦悩のシーズンもまた今後に繋がる過程として大事なのかもしれない。結果が出ない

とき、どんな自分でいられるか。本当に人間力が試される。今は身体を休め、治療に専念しなが

ら、今後必要なことを冷静に分析し、来季に向けて腐らずにコツコツと積み重ねていく決意が出

来ている。残念ながら個人総合は 2 位に終わり、4 年連続でのシリーズチャンピオンの獲得はな

らなかった。しかしチームとしては、年間チーム総合優勝を獲得し、昨年に引き続き 2 連覇を

達成した。サプライヤーさんの粋な計らいで、毎年恒例となっているシャンパンファイヤー。一

生忘れることの出来ない思い出がまた刻まれた。 

2015 年国内シリーズでのたくさんの応援、サポート本当にありがとうございました。 

今シーズンも沢山の方々に支えられ、競技に

専念出来ましたことを、この場をお借りして

お礼申し上げます。本当にありがとうござい

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

【リザルト】 

1.小野寺健 滋賀県/ MIYATA-MERIDA BIKING TEAM 

2.平野星矢 長野県/ BRIDGESTONE ANCHOR CYCLING TEAM 

3.門田基司 愛媛県/ TEAM GIANT 

4.前田公平 東京都/ BiORACER 

5.斉藤 亮   長野県/ BRIDGESTONE ANCHOR CYCLING TEAM 

6.中原義孝 大阪府/ BH RACING MTB TEAM 
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【使用機材】 

バイク：ANCHOR / XR9（S サイズ） 

コンポーネンツ：SHIMANO / XTR Di2(FC-M9000-2) 32T 

ホイール：SHIMANO / XTR WH-M9000-TL-27.5 

シューズ：SHIMANO / SH-XC90 

ペダル：SHIMANO / PD-M9000 

ハンドル：SHIMANO PRO / THARSIS 

ステム：SHIMANO PRO / THARSIS 

シートポスト：SHIMANO PRO / THARSIS 

フロントフォーク：SR SUNTOUR / AXON-WERX-RC-RL-RC AH CTS 27.5/100MM 

タイヤ：SCHWALBE / RACING RALPH（27.5×2.1） 

サドル：fi'zi:k / TUNDRA2 

ヘルメット：KABUTO / ゼナード(アンカースペシャルモデル) 

サングラス：adidas eye wear / evil eye halfrim pro /グレイメタリック 

ケミカル：HOLMENKOL 

    チェーン：ルーベエクストリーム、 ダートプロテクター 

    フレーム：スポーツポリッシュ、 アクアスピード 

    クリーナー：ルフトチェーンクリーナー、ルフトコグブラシ、ライニガー、スポーツ 

クリーン、バイクウォッシュ、クリーナー8in1 

    ウェア、シューズ：ハイテクプルーフ 

    サングラス：ノーフォグ 

時計メーター：SUUNTO / AMBIT3 SPORTS 

ネックレス：SEV 

ドリンク：SAVAS（株式会社明治） 

サプリメント：SAVAS（株式会社明治） 

レースウェア：WAVE ONE 

レースグローブ：KABUTO / PRG-3 

アンダーウェア：CRAFT 

インソール：SUPER feet / Black 

アパレルウェア：Columbia 

ザック：deuter 

テーピング：New-HALE 

 


